
      医療情報標準化指針提案申請書（新規・更新・追加・廃止）

事務局再受付日2014年　4月 21日 　　申請日   2013年10月　 9日

  提案申請団体名 規格作成団体名

  ・責任者名 　 ・責任者名

  提案規格案名
和名

英名

和文

英文

 価格等
　無償

 知的所有権：なし
　著作権：ＪＡＨＩＳ

 添付資料
　なし

 入手資格
　特になし。

 入手方法
　ＪＡＨＩＳホームページから入手。

 有効期限
　特に期限設定なし。

・須藤　精　　　・ＴＥＬ：03-3506-8010　・ＦＡＸ：03-3506-8070　・Ｅ-ｍａｉｌ：sudou@jahis.jp

 申請先：ＨＥＬＩＣＳ事務局

　　 （版数）

  提案規格案の申請理由、適用領域、使用方法
（1）申請理由：「JAHIS処方データ交換規約」を登録するための申請である。
（2）適用領域：医療施設内における処方指示に関わるデータ交換
（3）使用方法：処方情報や患者情報に関するデータ交換に使用する。

  関連他標準との関係（相違点及重複点の取り扱い方）
（1）ＨＬ７V2.x標準を用いる他のJAHIS標準類、MERIT-9、HOTコード、JAMI標準用法マスタ、SS-MIX2との関連
あり
（2）関連団体として、日本ＨＬ７協会、日本医療情報学会、医療情報システム開発センター

  申請受付番号 HS022

一般社団法人
保健医療福祉情報システム工業会
標準化推進部会　部会長　藤岡　宏一郎

一般社団法人
保健医療福祉情報システム工業会
標準化推進部会　部会長　藤岡　宏一郎

JAHIS処方データ交換規約

The JAHIS Protocol for Prescription Data Communication

　の関連情報

 メンテナンスの方法（バージョン管理も含む）
ＪＡＨＩＳ医療システム部会相互運用性委員会にて、規程に基づいて3年以内に改廃の再検
討を行い、必要に応じて改訂する。

提案規格案の目
的、概要（提案規
格案策定経緯及
び決定プロセス）

医療施設内において病院情報システムと部門システム間で発生する、処方情報や
患者情報の交換のための、HL7 Ｖｅｒ2.x に基づいて開発されたデータ交換規約で
ある。

  提案規格案

The standard developed on HL7 2.x for exchange of prescription and patient
fundamental data between the hospital information system and departmental
systems in a hospital.

　実務運用上
　の連絡者



（2009.05.19　改版）

※更新・追加・廃止の時は、以下の一項を選択し、旧規格名（和名）を記載する。

指針の更新・改廃
の場合の旧規格と
の関係

[　　]　旧規格（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）を新規格に更新する。

[　　]　旧規格（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）と新規格が追加で指針と
なる。
[    ]  旧規格（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）を廃止する。

※申請した指針は、毎年５月末までに見直しをお願いします。
　 事務局から問い合わせが行きますので、必要に応じて更新などの手続きをお願いします。

  特記事項 http://www.jahis.jp/jahis_hyojyun/seiteizumi_hyojyun/ (JAHIS標準類）

更新時の新旧の相
違点

※バックワードコンパティビリティーについても記入してください。

http://www.jahis.jp/jahis_hyojyun/seiteizumi_hyojyun/%20(JAHIS%E6%A8%99%E6%BA%96%E9%A1%9E%EF%BC%89
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